
2025.06.20 

(

3

)

傍
線

a
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(

2

)

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

問
[
-
]
（
古
代
）

(

1

)

全
文
を
読
み
下
せ
。

※
こ
の
部
分
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

A

次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

[
-
]
（
古
代
）
•
[
三
（
中
世
）
•
[
三
（
近
世
）
•
[
四
]

但
し
、
複
数
の
時
代
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

[
博
士
後
期
課
程
〗

]
t
 

二
0
二
五
年
度

専
門
科
目

日
本
史
学

（
近
・
現
代
）

「

-lース

の
う
ち
、
自
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題
を
選
ん
で
解
答
せ
よ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
届
）
・
横

'/1情



（
三
）
本
史
料
に

※
こ
の
部
分
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
二
）
全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
゜

（
一
）
常
用
漢
字
を
用
い
て
、
全
文
を
読
み
下
せ
c

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ

B
次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ

L
"

〖
博
士
後
期

` 1 

二
0
二
五
年
度

専
門
科
目

べ
よ
。

-
1

ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問

※
解
答
は
別
紙
（
届
g
.

2: / 1削



』

<

こ
芹
喜
）っ

そ
み
ら
ら

》ー

ロ

『

＿

名

で

峠

今

符

全

＼）

ダ、

9

ヤ

．
｀

ラ

、

l

,

{

肴

9
.

妻
隻

金

9

↑
 

ぬ

／

9
•A

.9 

]

4

-

i

｀

シ

｛

吃

二

皇

忍

｀

下

こ

各

号

て

拿

眉

と

／

,
-

9
 

`

"

-

:

/

6

,

 

[

」

且

い

ぃ

9
望

に
二
鉦
シ
鵞
Eotb9

,

3

臼

．

．

．

、

ノ

ぞ
：
五
ぷ
〖
旦
刑
『
g

4

9
 

｀

叩

＾

昆

．

，
 

：
｛
匹

[

`

.

d

-̀

一

[

[

一

塁

霧

手

は

』

な

5

蔵

・̀
 

i

g

-

」

、

r
.

`

[

[

‘
図

｛

i
-

多
隣
峠
知
品
[

〖

ュ

タ

直

｝

小

口

’
-

W

`
4

い
~
グ

[
]
-
X賓

□
『
※

三

ー、

＾

一

I

.

r
/
'
 

.
 

.,
 

問
一
]
-
]
（
中
世
）
次
の

A
.
B
.
c
三
問
に
答
え
よ
。

A

(

1

)

左
の
史
料
の
釈
文
を
記
せ
。

(

2

)

左
の
史
料
の
傍
結
部
の
語
句
に
つ
い
て
、
読
み
方
と
意
味
を
記
せ
。

二

0
二

五

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

（

爺

）

・

横

書

）



(

2

)

 

し
て
の
様
式
や
機
能
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

↓ ` 

二

0
ニ

し
文
を

後
期
課
程
】

B

(

1

)

左
の
史
料
の
釈
文
を
記
せ
。

の
史
料
の

(

3

)

左
の
史
料
の
、

※
解
答
は
別
紙

年
度

専
門
科
目

コ
ー
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

霞
•
横

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

京都府立京都学・歴彩館東寺百合文書WEBホ函／29/3/室町幕府引付頭人奉書

4
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c
 

二
0
ニ

； 心

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

井上寛司・岡崎三郎編集・執筆『史料集・益田兼尭とその時代』益田市教育委員会、 1996年より引用
『益田家文書陶弘護書状』（東京大学史料編纂所所蔵）

[
博
士
後
期
課
程
〗

左
の
史
料
の
釈
文
を
記
せ
。

｀
し
ぇ
一
賃
畜
以
彗

5心

年
度

専
門
科
目

可
p
入
'
[
オ
5

？
て
ー

L
K
 

日
本
史
学
・

1

コ
ー
ス

※
解
答
は
別
紙

早
桐
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

（
雹
・
横

ぐ．

5
 

/ 11 



二
0
二

五

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

（

紀

）

・

横

A
左
の
史
料
は
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
の
「
葉
隠
」
冒
頭
部
分
の
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

(

1

)

全
文
を
要
約
せ
よ
。

(

2

)

史
料
中
に
み
え
る
「
日
峯
様
」
（
佐
賀
藩
祖
鍋
島
直
茂
）
・
「
泰
盛
院
様
」
（
初
代
藩
主
鍋
島
勝
茂
）
の
治
世
は
、

山
本
常
朝
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
代
と
映
っ
た
の
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

會
羞
よ

l

L

:

t
y
ぃ
ク
グ
最
ぃ
↑
ダ
ク
｛
霊
で

忽
f
~
氾
屯
贄
芯
よ
シ
ー
ぃ
贔
悲
旭
ん

T
立

u

i

危
翠
北
パ
｛
い
：
加
℃
心
魯
応
ハ
梵
符
魯
吟
心
よ
が
q
岱
た

0

鯰
没
t
ん
‘
＼
え
｀
十
冬
i
り
七
r

ふ
砂
内

o

t
L
ぷ
~
峯
し
一
j

5

u
；
予
；
『
危
を
し
こ
ゲ
；
？
ふ
ゥ
訊
疋
t
亨

一
忍
心
↑
衣
ィ
迄
と
心
忍
＆
誓
嘉
ぃ
：
息
り
喜
庄
、

～
～
青
羞
：
又
笠
冒
言
誓
こ
こ
こ
言
二
｀
｀
〗
豪
｀
｀
二
員
冒
｀
｀
亨
貫
｀
誓

ゅ
［
り
虐
薗
；
；
息
り
ぷ
靡
ぉ
か
？
5
忍
ふ

り
翡
覧
t
の
年
后
祁
け
で
t
せ
予
食
り
1
:
$
2店
J

げ
り
ふ
ど
り
亨
し
ぶ
沿
了
姦
ー
一
ん
り
i
E
累
ょ
↑

り
い
や
ヽ
芍
‘
i
J
呟
序
仔
伍
広
入
叫
よ
そ
ば
ゅ
ゎ
i
f
ヽ
店
手

ぷ
公
バ
吃
左
び
算
し
摩
か
砂
り
わ
ぎ
ャ
哀
↑
亡
象
）

ぽ
ク
〈
忍
ク
y
‘
ふ
t
l
i
l
杓
/

1

鼻
i5
枷万

L
g
晶
奇

了
ー
い
紅
f
＼
ん
た
免
八
芦
久
:
Lふ
だ
咬
叙
ぷ
伶

1
シ
因

i
t
チ
ふ
筐
！
＼
残
り
よ
ら
；
し
象
属
厚
ど
ふ
合
行
ぶ
完

L
、ば
1

|
t
沿
刈
立
し
¢
怒
且
寄
羞
；
厄
芯
ど
と
羞
匁
ー

問
雪
―
]
（
近
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

6 / 11 



(

1

)

 

(

2

)

 

B

左
の

二
0
二
五
年
度

※
こ
の
部
分
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

専
門
科
目

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【
博
士
後
期
課
程
】

史
料
は
、
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
五
月
十
二
日
に
出
さ
れ
た
江
戸
の
町
触
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

全
文
を
翻
刻
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

こ
の
触
が
出
さ
れ
た
あ
と
か
ら
慶
応
四
年
(
-
八
六
八
）

に
か
け
て
、

江
戸
の
町
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
か
、
説
明

日
本
史
学

コ
ー
ス

※
解
答
は
別
紙
（
総
）
・
横

入
学
試
験
問
題

し
な
さ
い
。

ー / 1,̀ 



A

次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

問

[

四

]

（近

・
現
代
）

以
下
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

専
門
科
目

日
本
史
学

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
）

・
横
書
）

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

『養浩堂私抄人』国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl. ndl.go.jp/pid/11536074/1/22 
https://dl. ndl.go.jp/pid/11536074/1/23 
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／
 

1 1 



(

6

)

 

(

5

)

 

(

4

)

 

(

3

)

 

(

2

)

 

(

1

)

 

傍
線

e
の
経
緯
に
つ
い
て
五

0
字
程
度
で
解
説
せ
よ
。

カ
ギ
カ
ッ
コ
d
の
部
分
を
全
文
翻
刻
せ
よ
。

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

傍
線

a
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
程
度
で
述
べ
よ
。

傍
線
b
は
何
が
憲
法
に
抵
触
す
る
と
い
う
議
論
が
起
き
た
の
か
、
王

0
字
程
度
で
解
説
せ
よ
。

傍
線
C

の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
程
度
で
述
べ
よ
。

こ
の
史
料
に
か
か
れ
て
い
る
時
期
の
社
会
状
況
や
世
相
に
つ
い
て
一

0
0字
程
度
で
解
説
せ
よ
。

専
門
科
目

日
本
史
学

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
総
）

・
横

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

『養浩堂私抄人』国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl. ndl.go.jp/pid/11536074/1/2'}_ 
https://dl. ndl.go.jp/pid/11536074/1/23 

書）

，
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※
こ
の
部
分
は
、

B

次
の
史
料
を
読
み
、

二
0
二
五
年
度

〖
博
士
後
期
課
程
〗

著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

設
問
に
答
え
よ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題

日
本
史
学
コ
ー
ス
※
解
答
は
別
紙
（
盆

9
•横



三

0
0字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。

(

4

)

括
弧
B
の
箇
所
を
楷
書
で
記
し
な
さ
い
。

(

1

)

こ
の
史
料
が
い
つ
書
か
れ
た
も
の
か
、
西
暦
で
答
え
な
さ
い
。

(

3

)

傍
線

a
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

(

5

)

傍
線
b
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

(

6

)

こ
の
史
料
の
冒
頭
部
分
で
言
及
さ
れ
て
い
る
事
件
と
、
当
時
の
政
界
動
向
に
つ
い
て

(

2

)

括
弧
A
の
箇
所
を
楷
書
で
記
し
な
さ
い
。

二
0
二
五
年
度

〖
博
士
後
期
課
程
〗

専
門
科
目

日
本
史
学
コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
盆
9
•横

1 9 1 / 1 1 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

デュ
験
番
～口々． 

氏
カナ

名
渓字

この欄以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

漢字氏名がない場合は、ひらがなで記入すること。

日本史学

※選択分野に0を

記入すること

古代

・中世

近世

鬱近現代

（
裏
へ
続
く
）

総 点

1/4 



一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
J
レ
J

2 / 4 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

3/4 



l
 

J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
J
レ
J

4/4 


	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_01
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_02
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_03
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_04
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_05
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_06
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_07
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_08
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_09
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_10
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_11
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_12
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_13
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_14
	34_D_nihonshi_2025_ippan_senmon_ページ_15

